
子ども環境学習

エコ・ファーストの約束
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従業員教育

ユニーと一緒に環境学習

環境コミュニケーションツール

サルを観察してロコモーション
（移動方法）の違いを知ったよ

磨製石器作りに挑戦！
道具を作る大変さを体感したよ

サルを通じて人間に一番近い生き物の
ことを学んだ2日間でした！

サルたちは固まって食事をしていたよサルのおやつ作り。サルの種類に
よって食べるものが違うんだね

皆で協力して
「未来の理想の動物園」を考えたよ

みんなでスネークパンを焼いてランチです。
“みんな仲良く”もテーマです

　2011年より公益財団法人日本モンキーセンターでサマースクールを開催しています。
2014年度は「ぼくの私の好きな生き物」をテーマに応募した24名の小学生が愛知県犬山
市の日本モンキーセンターで生物についていろいろなことを体験、人間に一番近い生き物
であるサルを通して命の大切さを学びました。

モンキーサマースクール

環境教育
ユニーはエコ･ファースト企業として、環境方針に従って地球環境保全・地域社会貢献活動を行うために、
従業員や関係者への教育を実施しています。
また、小売業としての企業活動を通して持続可能な社会を構築するために、
お客様や自治体、お取引先様の店舗見学や講習を行っています。

●新入社員教育 
　新入社員に対して基礎教育
に使用するテキストに、環境の
基本的な事項や遵守すべき法
令などを記載しています。

社内コミュニケーション
●従業員教育マニュアル
　社内規程をまとめたポケッ
トガイドに環境のページを設
け、廃 棄 物 分 別などのマ
ニュアルを記載しています。

社外コミュニケーション
●ホームページ
　環境社会貢献のページに
は、活動の最新情報や環境
配慮商品の紹介、環境イベ
ントなどを掲載しています。

●社内報での情報の共有化
　社内報に「環境」「社会
貢献」のスペースを設け、
会社や各店舗での取り組
み、成果などの情報を全従
業員が共有し、従業員の環
境意識を高めています。

●環境教育用DVD 
　環 境 活 動 を 紹 介 す る
DVD「食品リサイクル」「容
器包装のリサイクル」「生物
多様性」を作成し、環境学
習やイベントで上映し、消
費者や関係者に理解と協力
を促しています。

●環境壁新聞
　店舗の環境掲示板には、
ユニーの環境活動や生活に
役立つ情報などを掲載した

「やさしいくらしPress」を掲
示しています。ホームページ
からも見ることができます。

●新入社員教育
　新 入 社 員 オリエン
テーションのカリキュラ
ムに、環境方針の理解
や店舗･事業所での環
境保全活動、地域社会
貢献活動を入れ、教育
を行っています。 

●環境関連事業者連絡会
　ユニーと取引のある一般廃棄物や産業廃棄物、リ
サイクルなどに関係する事業者を集めて、年2回情
報交換と法令などの勉強会を開催しています。ユ
ニーの目指す環境保全活動を同じ価値観で実施して
もらうために行っています。

●店舗見学の受け入れ
　店舗の環境施設見学や環境活動の見学に、消費者
団体、行政、同業他社などを受け入れています。特
に廃棄物の分別計量や食品リサイクルループに関心
が持たれています。

●管理職教育
　管理職に登用された社
員には、それぞれの職制
で必要な環境保全・社会
貢献に関する教育を実施し
ています。特に店舗に関わ
る法令の内容や遵守につ
いて講習を行っています。

●ISO14001集合教育
　環境マネジメントの
適正な運用と、それぞ
れの業務から環境側面
を抽出し、環境実施計
画を策定、目的目標を
達成するための教育を
行っています。

●テナント・その他の従業員教育 
　店舗に出店しているテナントやそこで働く人達に、
環境保全活動を理解し協力してもらうための教育を
実施しています。特に
廃棄物の分別計量シス
テムや排水に関する教
育 は、店 舗 ごとにマ
ニュアルやDVDを使っ
て行っています。

●関係会社従業員教育
　グループ企業や店舗
で働いている社外の人
達にも、環境保全や認
知症支援の教育を行っ
ています。

●各地区環境担当者教育
　関東・山静・北陸と
中京地区の環境担当者
に、環 境 教 育 や 省 エ
ネ、廃棄物管理などの
教育や情報交換を実施
しています。

新入社員オリエンテーション

店舗テナント教育

中部電力浜岡原子力発電所見学

グループ企業従業員教育 省エネに関する教育受け入れ

千葉県の環境施設見学受け入れ

管理職教育 ISO14001本社従業員集合教育

自然の力を活かし、
自然とともに生きる

自然の恵み 私達の
暮らしと自然のつながり

つながろう 自然と 仲間と

水力発電に挑戦。
川の水流を利用して

自分たちで電気を作ったよ

竹を使って
バンブードラムを作ったよ

皆で楽しく
一緒に音を
奏でました

2014年のテーマ
「つながろう 自然と 仲間と」を

忘れずにみんなで
自然を守っていこう！

森の葉っぱや花で
テーブルをコーディネート、

お世話になった方を
おもてなししたよ

テーブルマナーを習い
フレンチハーフコースを

いただきました！

インタープリターから
朝の森でたくさんの
生き物が生息して

いることを学んだよ！

協力して
木を組んで

火をおこしたよ

　2005年からトヨタ白川郷自然學校で開催している夏休み自然探検隊は2014年で10周年を迎えました。毎年全国からたくさんの子ども達が
集まり、これまでに約250名が参加しました。2014年は企業コラボレーション企画としてイズミヤ株式会社（本社：大阪）、株式会社フジ（本
社：愛媛）と合同で開催しました。ユニーからは「未来の自分への手紙」に応募した小学4年生～6年生の24名、イズミヤからの4名、フジか
らの4名の合計32名が世界遺産白川郷で自然体験をしました。

夏休み自然探検隊

自然に
触れる

仲間
づくり

先人の
知恵

環境省の廃棄物関連法令講演

堆肥を使って生産する農家見学

●海外からの見学者 
　JICA（独立行政法人国際協力機構）の課題研修「生物多様性を活かした地域
開発」として、アジアやアフリカ、南米からの見学を受け入れています。未利用食
品を再生利活用した、循環
型農業の取り組みは、生産
地の土壌や生態系に影響を
与えない、生物多様性を大
切にした農業です。

JICA食品リサイクル見学

白川郷の展望台で
記念撮影

合掌造りの家々には先人の
工夫がつまっているよ！

「白川郷de
『つながり』発見」を

テーマに白川郷
ガイドウォーク

合掌造りの中で火を囲み
先人の生活を感じたよ

水を水素と酸素に分解して
クリーンな燃料エネルギーを作って

ミニカーを動かしたよ




